
※リンクをクリック(タップ)することができます。 

第一回会長副会長会 議事録 
会の様子はこちらからご覧頂けます 

→http://atsubetsu-pta.net/2025/06/6742 

 

※冒頭：札幌市PTA共済会から説明 

 

1.開会 

2.会長あいさつ 

参加に感謝。有意義な時間になるようにしていきたい。 

今回から、会議次第、会議資料などは基本的に事前に電子データで配布している。PC、

タブレット、スマホ等で参照いただくか、印刷が必要であれば、各自で事前に印刷する

などでご対応をお願いしたい。 

会議後には、1週間程度を目処に議事録も送付する。 

※本日の会議には、札幌市PTA協議会や市内他区のPTA組織役員もオブザーバーとして参

加している。 

 

2.5 青葉児童会館 館長 谷口様ごあいさつ 

現在、「学びプロジェクト」に取り組んでいる。 

地域の子どものつながりを強化することを目的に、児童会館を拠点として活動をしてい

る。 

昨年度はアイシングケーキづくりやそば作りなどを行った。 

今後の活動を有意義なものにするため、会長副会長会の参加者から、アンケートを取ら

せていただきたい。 

→ 厚別区P連から、アンケート回答用の情報を参加者の皆さんに連携する。議事録と合

わせて発出する予定。 

※回答にご協力お願いいたします！！〆切6/23正午まで 

→https://docs.google.com/forms/d/1g6PgZrqkNaXg_p_TMWrnYYXH03BzLUoxKANF07uhP3

w/viewform?edit_requested=true 

 
 

3.連絡事項 

PTA会費納入をお願いします。 

http://atsubetsu-pta.net/2025/06/6742
https://docs.google.com/forms/d/1g6PgZrqkNaXg_p_TMWrnYYXH03BzLUoxKANF07uhP3w/viewform?edit_requested=true
https://docs.google.com/forms/d/1g6PgZrqkNaXg_p_TMWrnYYXH03BzLUoxKANF07uhP3w/viewform?edit_requested=true
http://atsubetsu-pta.net/2025/06/6742


 

4.市P協関連 

理事会 

札幌市の補助金を用いて行う親子ふれあい事業について、市内の10区によって

は、児童・生徒数や世帯数に小さくない差があるが、現状、10区でそれぞれ80万

円づつを事業費として均等に割り振っている。この均等割振りが適切なのか、議

論が挙がっていることを紹介しておきます。 

 

総務委員会 

年間を通して札幌市教育委員会への要望をまとめていく。札幌市PTA協議会のHP

から各種情報が確認できるので、興味を持って見てほしい。 

【要望書・回答書】https://sapporo-pta.gr.jp/youbou/ 

 

広報委員会 

PTA札幌の発行、及び、広報誌まつりに取り組んでいく。 

   【広報紙「PTAさっぽろ」一覧】https://sapporo-pta.gr.jp/ptadata/ 

 

研修委員会 

研修セミナーを実施する予定。 

講師はお絵かき気象予報士として活動している清水 秀一さんを予定。今後、セ

ミナー情報を発信していく。 

また、あわせて、「区P連交流会」の企画運営も行っている。 

 

5.協議事項 

(1)札幌市補助事業(80万円事業)についての説明 

札幌市から補助金をもらって、親子のふれあいをテーマに行う事業を行うもの。 

例えば、単純に施設の入館チケットを配る、かのような事業には補助金の使用が

原則、認められない。 

 

①サイエンス事業 

開催場所について、資料には「厚別区民ホール」とあるが、変更となる

予定。皆さまには改めてお知らせしていく。 

 

②水族館事業 

資料の通り進める予定 

 

③中学生事業 

資料の通り進める予定 

https://sapporo-pta.gr.jp/youbou/
https://sapporo-pta.gr.jp/ptadata/


各単位PTAの皆さまに、ボランティアベースで事業への協力を依頼させて

いただく予定。 

各中学校の部活動顧問とつながっているなどの情報があれば、ぜひ三本

木までお声掛け願う。 

④お絵かき 

昨年度と比較し、若干変更する箇所があるので、資料を確認願う。 

 

⑤標語 

資料の通り進める予定 

 

(2)ボランティア登録について 

資料に記載の通り、事業実施にあたっては、ボランティアへの協力を依頼する。 

登録制になるので、なるべく多くの方の登録を願う。 

登録フォーム→https://forms.gle/9Lm5L9qUNDpDFXxt7 

 
 

(3)LINEWORKSについて 

厚別区PTA連合会から、各単位PTAの皆さまへのご連絡について、現在、庁内メー

ルを使った上、eメールなどで連携しているが、今年度はこれに加えて、LINEWOR

KSによる情報連携も予定している。使用方法などは別途ご連絡する。→「LINE

を使用」選択後、トークにて必ず所属学校とお名前をお知らせください。 

厚別区ＰＴＡ連合会公式LINE https://works.do/xm8FNic

 

https://forms.gle/9Lm5L9qUNDpDFXxt7
https://works.do/xm8FNic
https://works.do/xm8FNic
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfguHPR0dAZ8bOnChHAgZFqZlAOHSwYCgnZMaZXnHgpPUsfHA/viewform
https://works.do/xm8FNic
https://works.do/xm8FNic


6.連絡事項 

(2)その他 

事業案内や文書発出について 

子ども向けに配りたいものは、区P連で印刷して、各学校へお届けするの

で配布を願う。 

保護者向けのものについては、すぐーるを使った発出などできないか、

引き続き、学校側とコミュニケーションを続ける。可能であれば単P側か

らも学校へ積極的なすぐーる活用をしていただけるよう、アシストして

いただけるとありがたい。 

また、eメールの登録先について、必要なメンバーに必要な連絡が漏れな

く回るよう、引き続き、登録の推進を願う。 

 

7.地域学校協働活動事業 

上野幌地区の活動について 

ノホロの丘小学校からご説明 ※資料添付あり 

 

8.区P交流 

(1)市P表彰校 活動報告 

①信濃小学校 

②ノホロの丘小学校 

(2)グループ交流 

 

グループA 

近隣の小学校中学校の話を中心にした。 

共済会のいのちの授業を小中学校であわせて行ったら効果的では 

地学協について、実際に進めるためには大きなエネルギーが必要に感じるもの

の、やってみたい気持ちがある。ただし持続性に課題を感じる。 

 

グループB 

地学協の運動会の話を深掘りした。 

厚別区内で運動会ができそうな気がした。 

ノホロの丘小を筆頭に、地学協の活動が広がるのではないか。 

主幹教諭からの提案が発端だったらしい。地域的に、人のつながりを重視してい

るところがよいと思う。 

 

グループC 

地域の情報交換を濃厚に行った。 

小学校に比べて、中学校のPTA活動の違いについて、どのようなことがあるのだ

ろうというテーマで楽しくディスカッションができた。 



 

グループD 

● 地学協などの話について、子どもたちに加えて、自分たちが楽しむ、と

いう要素があるので、一概に助成金を使えばいいのかどうか、考える必

要があるのでは、という議論が出た。 

● すぐーるの活用法について、学校によって活用度合いが大きいことに気

がついた。 

● PTA役員の担い手が減少する中、地域の他のコミュニティとの協業、活用

が有効ではないか、という話が出た。 

 

グループE 

役員の担い手がいない問題の議論に終始した。 

以下、各学校の事例 

● すぐーるでのアンケート収集をベースとした自薦 

● 各学年ごとの選考委員会で選考、先生からの打診 

● ボランティアベースの活動を重ねて、有望な人材に声をかけ続ける。地

道な努力。 

グループF 

新任会長が集まったので、次のような情報交流を行った 

● 役員になった経緯 

● どのように自立していくのか 

 

グループG 

各単Pで行おうとしている事業のシェアや課題の共有を行った。 

 

グループH 

役員選考について情報交換した。次のような事例をシェアした。 

● 事務局主催のランチ会を主催して、会員と役員の温度差を確認する 

● 茶話会を開催し、距離感を詰める 

他の学校の事例についても聞いてみたい。 

 

グループI 

● 中学校区でPTA役員が密な情報連携ができているのがよいと感じている。 

● 小学校ごとにPTA活動に小さくない差があり、中学校で一緒になったとき

にうまく融合できるのか、課題を感じている。 

● 広報誌のよいところ(ボランティア募集)を他の学校で取り入れることの

有効性を確認した。 

ノホロの丘の地学協運動会の話をもっと聞いてみたいと思った。 

厚別区ＰＴＡ連合会 E-mail atubetukupta@gmail.com 

atubetukupta@gmail.com
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①ノホロの丘小学校地域学校協働活動の目的

 幅広い世代の上野幌の皆様に参画頂きたい！

上野幌全体でノホロ児童の学び、成長を支える！
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ご清聴
ありがとうございました！

ノホロの丘小学校地域学校協働活動本部



「地域学校協働活動推進事業」

教育委員会総務部生涯学習推進課

2025.6.14
厚別区ＰＴＡの皆様へ



１ 地域学校協働活動とは

１

地域学校協働活動
地域住民、学生、保護者、NPO、民間企業、団体等の幅広い地域住民等の

参画を得て、学校を含む地域全体で、子どもたちの学びや成長を支える様々
な活動

コミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の
一体的な推進

学校・家庭・地域の連携・協働の
推進による地域の教育力の向上
※国の第４期教育振興基本計画の目標
の１つ

基本施策

学校を核とした地域づくり
を推進する社会教育の取組



２ 具体的な取組事例①

２

地域と連携した防災の取組

４年生の授業で実施

児童～事前学習をして、
地域の方の前で、防災に必
要な知識を発表
地域・保護者～児童や専

門家の話を聞いて、防災に
ついて再認識の機会に
行政・町内会～避難所運

営研修も同日実施

地域との連携の工夫

学校ＨＰや保護者へのチ
ラシ配布だけではなく、
連町のＨＰ、町内会回覧

版、地域のお祭りでの宣伝
なども行いました。
また、事後アンケートに

も協力して頂きました。

保護者・ＰＴＡと連携した取組

地域との交流活動
～リアル野球ＢＡＮ～

ＰＴＡ、おやじの会と連携
し休日に実施。地域の方々の
協力で、体育館を舞台に先生
を含めた皆でスポーツを楽し
むことができ、子どもだけで
なく大人の学びにもつながる
活動となりました。

地域との交流活動
～ボールレク＆

教材園整備～

ＰＴＡや児童会館と連
携し休日に実施。子ども
たちと一緒にボールレク
を行った後、皆で協力し
て教材園の整備を行うこ
とで、学校を舞台とした
地域の連携が生まれる活
動となりました。



３

２ 具体的な取組事例②

その他の多様な活動

キャリア教育支援

職業体験

農業体験

読み聞かせ

花壇整備

スキー・水泳授業支援

地域交流
餅つき大会・音楽会
スポーツ交流・わいわい祭り等

放課後・休日・長期休業中の
学習会や体験活動

学生ボランティア
などの協力を得て、
図書館や教室で宿題
やワークなどの学習
サポート

保護者懇談の時間に、
体育館で昔遊びやス
ポーツなどの体験活
動を企画・実施

夏休みのグラウンド
や体育館で思いっき
り体を使って遊ぶこ
とができるプレイ
パークの実施



「地域学校協働活動推進事業」

地域学校協働活動推進員（コーディネーター）について

４

３ 地域学校協働活動推進事業

地域学校協働活動を拡げていくために・・・札幌市教委の取組

①地域と学校が活動目的について共通の理解をもち、相互に協力・協働し子どもた
ちの学びや成長を支える活動を実施する。

②学校職員ではなく、「地域学校協働活動推進員」（コーディネーター）が中心と
なって活動を実施する。

上記要件を満たす活動をする場合、地域学校協働活動推進員の謝金や活動費（使途
制限あり）を教育委員会が支給する。

幅広い地域の方々と学校をつなぎ、活動の企画や運営、調整役を担う。
学校の推薦により、社会教育法に基づき市教委が委嘱している。

制度の過渡期のため、市教委が委
嘱した「推進員」と、委嘱前の
「コーディネーター」が混在してい
ます。役割は同じです。

ＰＴＡ、元ＰＴＡ、子ども会、青少年
育成委員、町内会、民生委員、スクー
ルガード、学びのサポーター、開放図
書館司書、ＮＰＯ、元教員の方など
（令和６年度 86名）

（令和６年度実施校数 48校）



コミュニティ・スクール、
地域学校協働活動の導入に
より、一律に役割が増える
わけではございません。

４ 地域のみなさまへ

５

既存の関わりのなかで、
学校や地域学校協働活動推
進員から、活動の一部に
ご協力をお願いする可能性
があります。

その際には、
可能な範囲で
お力添えを
お願いします。

様々な立場で子どもに関
わっていただいている皆さ
まの中には、学校運営協議
会や地域学校協働活動に
携わっていただく方も
いらっしゃると思います。

その際には、皆さまの知見で、
「こういう情報があるよ」
「こんな方法はどうでしょ
う？」など積極的にお話しし
て頂けると、大変ありがたい
です。



おわりに

【お問い合わせ先】
学校運営協議会について
札幌市教育委員会学校教育部教育課程担当課
電話 ０１１-２１１-３８９１

地域学校協働活動、地域学校協働活動推進員について
札幌市教育委員会総務部生涯学習推進課
電話 ０１１-２１１-３８７２
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